
趣　　旨

実施主体 北海道大学及び北海道
対　　象 厚真町、安平町、むかわ町　全世帯
構　　成 第１部　震度（地震の揺れ）の調査　　　　　　　　　（北海道大学）

第２部　家族構成・被害状況等　　　　　　　　　　　（北海道大学）
第３部　地震発生前から地震発生後までの対策等の状況（北海道）

回収方法 広報誌に織り込み、返信用封筒で回収

回収状況 町 世帯 回収数 回収率
(4/3現在) 厚真町 2,147 632 29%

安平町 4,135 819 20%
むかわ町 4,166 863 21%

計 10,448 2,314 22%

中間報告 第３部について、4/19までに集計を終えた1,137件を対象として報告

 ②災害に備えた家庭の備蓄について［地震前・地震後］　（あてはまるものすべて）

　平成30年北海道胆振東部地震の主な被災地である厚真町､安平町､むかわ町における
被災の状況や今後の対策に関する住民意識等を把握すること

平成30年北海道胆振東部地震に関する住民アンケート調査報告（中間）

 ➀ 災害への備えについて［地震前・地震後］　（あてはまるものすべて）

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000

その他

すでに十分な対策をとっていたため新たな対策は不要だった

家屋や塀などの耐震補強

避難方法や最寄り駅の避難場所の確認

家族での連絡方法や集合場所等の共有

災害時の心得や知識の習得（ハザードマップの確認など）

災害関連の保険への加入その他

特になにもしていなかった

備蓄品や非常持ち出し品の用意

家具の固定や配置の工夫

地震後 地震前

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000

その他

ベビー用品（ミルク、ほ乳瓶、紙おむつなど）

ペット用品（えさ、ケージなど）

すでに十分な備蓄をしていたため新たな備蓄は不要だった

何も備えていなかった

衛生用品（ウェットティッシュ、常備薬、生理用品など）

現金

毛布、寝袋、携帯カイロ

生活用品（トイレットペーパー、ラップなど）

暖房器具（停電時にも使用可能なストーブなど）

カセットコンロ

非常食

乾電池、携帯電話等の予備バッテリーなど

飲料水

ラジオ（乾電池式、手回し式など）

照明器具（LED ランタン、懐中電灯など）

地震後 地震前
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 ④ 町発行の「防災マップ」の所有・確認状況［地震前］　（ どれかひとつ）

 ⑦ 町や町内会等が実施する防災訓練・講演会などの参加状況［地震前］　（どれかひとつ）

 ③ 災害に備えた家庭の備蓄について［今回、特に役に立ったもの］　（ どれかひとつ）

 ⑥ 町発行の「防災マップ」の地震後の確認状況（どれかひとつ）

 ⑧ 町や町内会等が実施する防災訓練・講演会などの参加希望［地震後］（どれかひとつ）

 ⑤ 町発行の「防災マップ」の今回の活用状況　( あてはまるものすべて）

41% 29% 3% 14% 14%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
持っていたし、内容も確認していた
持っていたが、内容まで確認していなかった
持っていなかったが、町の公式ホームページ等で確認していた
持っていなかったが、存在は知っていた

15% 14% 8% 63%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

定期的に参加している 過去3 年以内に参加したことがある

3 年以上前に参加したことがある 参加したことはない

31% 24% 11% 6% 6% 5% 5% 5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

照明器具 ラジオ 飲料水
乾電池、携帯電話等の予備バッテリー カセットコンロ 何も備えていなかった
非常食 その他 現金
暖房器具 生活用品（トイレットペーパー、ラップなど） 毛布、寝袋、携帯カイロ
衛生用品（歯ブラシ、生理用品など） ペット用品（餌、ゲージなど） ベビー用品（ミルク、紙おむつなど）

55% 30% 13%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
まったく確認していない 自宅にある「防災マップ」（紙）を確認した

町の公式ホームページで確認した 「防災マップ」（紙）を新たに入手して確認した

77% 23%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

参加したいと思う 参加したいと思わない

0 50 100 150 200 250 300 350

地震発生前から確認していたため確認の必要はなかった

余震に備えた災害リスクの確認

備蓄品や非常持ち出し品の確認

避難所の確認

防災マップを持っていなかった

防災マップは持っていたが活用しなかった

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000
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 ⑨ 地震発生後の行動　（ どれかひとつ）

 ⑩ 避難した方の避難先への滞在期間　（どれかひとつ）

 ⑪ 避難した方の避難所滞在中に困ったこと、不安に感じたこと　（ あてはまるものすべて）

 ⑫ 避難しなかった方の特に困ったこと、不安に感じたこと　（3 つまで）

63% 17% 9% 6% 4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自宅にとどまった（避難しなかった） 避難所へ避難した

友人・親戚宅へ身を寄せるなど、避難所以外の場所へ避難した その他

普段通りに出勤・登校した 職場から自宅に帰宅した

0 20 40 60 80 100 120

1日以内

1日以上3日未満

3日以上一週間未満

1週間以上

0 20 40 60 80 100 120 140

その他

避難所運営職員の対応

家族、友人の安否確認

同行避難したペットの居場所

携帯電話等の充電

インターネット上のデマや誤情報

体育館での十分な生活スペースの確保

特にない

避難所内での生活音（会話の声量、足音など）

寒さ、暑さなどによる体調管理

災害情報（震度情報や停電情報、断水情報など）の入手

プライバシーの確保

食事

灯り、照明

就寝環境（床が固い、毛布が足りないなど）

飲料水、生活用水

トイレの衛生状況

0 50 100 150 200 250 300

その他

家族、友人の安否確認

特にない

インターネット上のデマや誤情報

携帯電話等の充電

燃料（ガソリン、灯油等）の確保

食料の確保

災害情報（震度情報や停電情報、断水情報など）の入手

飲料水の確保

トイレ、入浴

灯り、照明の確保
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 ⑭ 停電時の情報の入手手段　（あてはまるものすべて）

 ⑮ 携帯電話、タブレット、ノートパソコンなどで情報入手した方の具体的な入手先（あてはまるものすべて）

 ⑯ 電力の復旧後に特に必要だった情報　（3 つまで)

 ⑬ 停電時に必要な情報　（3 つまで）

0 100 200 300 400 500 600 700 800

その他

交通機関の運行情報

避難所の開設状況

家族、友人の安否情報

携帯電話等の充電可能場所

被害情報

震度、気象情報

断水、給水情報（断水エリア、復旧見込みなど）

停電、停電の復旧情報（停電エリア、復旧見込みなど）

0 100 200 300 400 500 600

その他

情報の入手手段がなかった

テレビ（車載バッテリー、バッテリー付き小型テレビなど）

新聞

家族、隣人等からの口コミ

携帯電話、タブレット、ノートパソコンなど

ラジオ（乾電池式や手回し式など）

0 20 40 60 80 100 120 140 160

その他

町のホームページ

ツイッター、フェイスブック等のSNS

その他のホームページ

メール等

アプリ（Yahoo! 防災速報など）

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500

その他

携帯電話等の充電可能場所被害状況

避難所の開設状況

交通機関の運行情報

家族、友人の安否情報

停電、停電の復旧情報（他の停電エリア、復旧見込みなど）

被害状況

震度、気象情報

断水、給水情報（断水エリア、復旧見込みなど）
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 ⑱ 災害時情報入手のために「新たに」用意したもの　（今後用意する予定を含む。あてはまるものすべて）

 ⑰ 電力の復旧後の情報の入手手段　　（あてはまるものすべて）

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

その他

情報の入手手段がなかった

家族、隣人等からの口コミ

ラジオ

携帯電話、タブレット、ノートパソコンなど

新聞

テレビ

0 50 100 150 200 250

その他

携帯電話、タブレット、パソコンなど

テレビ（車載テレビ、バッテリー付き小型テレビなど）

アプリのインストール（Yahoo! 防災速報など）

ラジオ（乾電池式や手回し式など）
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